
令和５年度埼玉県立久喜図書館情報の探しかた講座

埼玉の人物を調べてみよう

久喜市教育委員会文化財保護課
主任兼学芸員 松村 憲治



１、図書資料での人物の調べかた

２、インターネット・オンラインデータベースでの人物の調べかた

３、埼玉の人物を調べる演習問題

本日の講座の内容



１、図書資料での人物の調べかた



① 古代・中世までの人物の調べかた

図書館資料で調べる

② 江戸時代以降の人物の調べかた

図書館資料で調べる＋ （必要があれば）一次資料で調べる
↓

古文書、古記録、地図、絵図、金石文、考古資料、民俗資料など

１ 対象となる時代に応じた調べ方をする



①名前

・改姓、改名、幼名、通称、諱（実名）、法名、雅号など

②出身地、活動場所

③生没年

④社会的立場、所属した組織・集団

⑤族縁関係

・近親者に著名人がいれば、その人との関係

・親子で名前を世襲している場合あり。注意を要する。

⑥活動内容

・いつ、どこで、何をしたのか。

２ 人物を調べる上でおさえておきたい情報



３ 図書資料の調べかたの流れ





・県立浦和図書館広報誌『調（しらべ）』 第30号
（https://www.lib.pref.saitama.jp/reference/docs/shirabe30.pdf）掲載資料を基にした調べ
かたの例

人名事（辞）典で調べる （「１全般」掲載資料）

記述がない orより詳細な情報が必要

時代別、地域別、分野別事（辞）典で調べる （「２時代別」～ 「４分野別」掲載資料）

自治体史で調べる 人物に関係する分野の資料等で調べる

一次資料で調べる

新聞記事 （「５データベースで調べる」掲載資料）

雑誌記事
関係分野史 『○○議会史』、『○○社史』など

全般的
な情報

具体的
な情報



・自治体史で調べるメリット

①各自治体（都道府県・市区町村）の歴史をまとめた刊行物。各地域を代表する歴史上の人物に関す

る記述が見られる。活動地域が全国・全県規模より狭い地域の人物についての記述がみられる。

②各自治体で確認された一次資料に基づく記述が見られる。また、自治体史の「資料編」等に根拠資料

を掲載している場合が多い。

・自治体史で調べる上での注意点

①歴史上の人物の各自治体との関係に関する記述を優先するため、人物の地域外での活動内容につい

ては、相対的に記述を省略している場合がある。

②古代・中世は資料全点掲載主義である一方、近世以降は代表的な資料のみ取捨選択して掲載してい

る場合が多い。

例、『久喜市栗橋町史第四巻資料編二近世』

・掲載された近世の一次資料（古文書・古記録・絵図等）の点数は３２０点

・出所別での最多掲載資料は、１３１点掲載の中里村岡田家文書

・岡田家文書の総数は約２０００点 →岡田家文書のうち約１８００点は未掲載

４ 自治体史の特徴



『久喜市栗橋町史 第２巻 通史編下』（久喜市教育委員会編 ２０１４年）

ｐ109～110「コラム⑤ 只見秀質」

→栗橋地区の近代学校教育に功績のあった人物としての記述。

出典資料

①只見秀質履歴書→埼玉県立文書館所蔵埼玉県行政文書明5124
②只見先生寿徳碑（久喜市栗橋中央コミュニティセンター敷地内）

→『栗橋町の石造物』（栗橋町教育委員会編 ２００２年）に碑文掲載

③「栗橋町郷土誌原稿全」（個人所蔵）

→『久喜市栗橋町史資料２ 栗橋町郷土誌・静村郷土誌』（久喜市教
育委員会編 ２０１４年）に翻刻収録

④『埼玉教育雑誌』７４号（１８８９年）

⑤『関八州名士肖像録』（内田安蔵編 東江堂 １９０４年）

※②～⑤の図書は埼玉県立図書館の所蔵あり



・一次資料の調査方法

①埼玉県立文書館（https://www.monjo.spec.ed.jp/）
・県内各地の中世以降の古文書、近代以降の埼玉県の行政文書を所蔵・公開。

②博物館・図書館・公文書館等のインターネット上のデジタルアーカイブ等

・インターネット上で所蔵資料の画像データを公開している場合がある。

・一次資料の調査上の注意点

①自治体史等に掲載されている一次資料のうち、個人所有資料については、私有財産

のため調査が難しい場合が多い。

博物館・図書館等の所有の場合でも、調査が可能という保証はない。

②一次資料の取り扱いは、汚破損のないよう慎重に扱う。

③資料の判読や内容解釈は調査者の責任となるため、博物館・図書館・公文書館等の

職員に尋ねても回答してもらえない。

５ 一次資料の調べかた



２、インターネット・オンラインデータベースで
の人物の調べかた



１、デジタル化された図書資料・雑誌資料の探し方

①国立国会図書館デジタルコレクション（https://dl.ndl.go.jp/ja/）
・国立国会図書館所蔵資料のうち、デジタル化された資料の検索・閲覧が可能。

・資料によっては閲覧制限あり。

②国立公文書館デジタルアーカイブ（https://www.archives.go.jp/）
・国の明治時代以降の歴史的公文書の目録検索で、一部資料はデジタル化され

閲覧が可能。

・江戸幕府から引き継がれた江戸時代の古文書・典籍についても同じ。

③そのほか図書館・博物館・公文書館等

・各図書館・博物館・公文書館等で自館資料のデジタル化と公開が行われている。

・令和４年改正（令和５年４月１日施行）の博物館法では、「博物館資料に係る電磁的記録

を作成し、公開すること。」が博物館の事業として追加された。



２、学術論文の探し方

・県立図書館「埼玉関係雑誌記事索引データベース」

・国立情報学研究所「Ｃｉｎｉｉ」（https://cir.nii.ac.jp/）
・科学技術振興機構「Ｊ－ＳＴＡＧＥ」（https://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja/）
・国立国会図書館「ＮＤＬ－ＯＰＡＣ 雑誌記事検索」（https://www.ndl.go.jp/）

※論文そのものがデジタル化され閲覧可能な場合あり。



３、新聞記事の探し方

県立図書館の以下のデータベースで、明治時代以降の新聞記事検索が可能。

※データベースの収録対象としていない時期は、マイクロフィルム版で手作業

で内容を確認する必要あり。

朝日新聞 聞蔵IIビジュアル
読売新聞 ヨミダス歴史館

毎日新聞 毎索

埼玉新聞 埼玉新聞記事見出し索引データベース

東京大学大学院法学政治学研究科附属近代日本法政史料センター

（http://www.meiji.j.u-tokyo.ac.jp/）
・明治新聞雑誌文庫で近代の新聞資料所蔵



ご清聴ありがとうございました。


